
 
第20回北海道スポーツ少年団バレーボール交流大会 

確認事項 

 

 １ 競技方法は次のとおりとする。 

（１）各支庁管内及び札幌市３０チーム（男女各１チーム）に開催地代表チーム２チーム（男

女各１チーム）の３２チームとする。 

（２）大会1日目は女子、2日目は男子の試合を行なう。 

（３）コロナ感染防止の観点から通常の交流試合和行なわない。但し、1回戦敗退したチー 

ムは交流試合を1試合行うので必ず参加すること。 

 

 ２ 競技規則等確認事項 

    （１）試合は３セットマッチ（連続する場合は最大１５分の休憩をとる）とし、小学生バレ

ーボール･フリーポジション制を用い、15点のラリーポイント制を採用する。但し、準

決勝および決勝戦については、21点のラリーポイント制とする。 

    （２）コートの大きさは１６ｍ×８ｍ、サービスゾーンの幅は８ｍ、男女ともネットの高さ

は２ｍとする。 

    （３）試合前後のチームの対処（公財）日本バレーボール協会審判規則委員会が規定するプ

ロトコール（試合開始前・セット間および終了の手順）による。 

     （４）試合中ベンチには参加申込書に記載された者の着席を認める。 

 

 ３ 競技時の服装 

     （１）選手の背番号は１～９９までとするが、１～１２までが望ましい。 

     （２）ユニフォームには必ず団員章（原則として左肩）をつけること。 

 （３）指導者（監督･コーチ･その他（マネージャー））の服装は、短パン・Ｔシャツは不可 

とし、監督、コーチ、マネージャー章を各チームで用意し左胸部に着けること。 

        なお（公財）日本バレーボール協会並びに日本小学生バレーボール連盟が開催する指導 

者講習会を受講した指導者（監督、コーチ、その他（マネージャー））は、その受講証 

明書を携行し、試合前の審判の指示に従い掲示すること。 

 

 ４ コロナ感染対策 

   試合終了後のベンチおよび応援席については、各単位団により消毒グッズを持参し使用箇所 

の消毒を行うこと。 

 

 5 団員の変更およびプログラムの誤りがあれば、試合開始前に係員へ申出て承認をとること。 

  

6 暴力行為等の厳禁 

   本大会において、指導者の選手に対する体罰や暴言が認められた場合には厳重注意とする。 

尚、再度の実施が確認された場合には、退場処分とする。 

 

 

 

 



 

 7 応援者 

（１）応援は拍手のみとし、応援者へのマナー遵守の徹底は監督が行なうこと。 

   （２）観戦者の入場については人数を制限し行うものとする。 

        選手1名につき1名 例：団員12名 ➡ 応援者12名 

   （３）試合ごとに応援者および幼児の名簿を受付に提出し、本人確認を行う。 

      （ ※試合ごとの応援者および幼児の入れ替えは可とする） 

（４）幼児の入場は5名以内とする。 

 

 ８ 競技ルールについては、2022年度｢（公財）日本バレーボール協会制定の６人制競技規則」

に基づくものとするが、大会実行委員会において最終決定する。 

  

９  全ての試合は、参加チームによりラインジャッジ2名、および得点係2名を行なう。 

但し、深川市総合体育館については得点係4名を配置する。 

 

１０ 開・閉会式は新型コロナウイルス感染対策防止の観点から実施しない。 

 

１１ 表彰は準決勝および決勝戦終了後に簡易表彰を行なう。 


